筆記課題　解答および解説
筆記課題　解答および解説
　「補修工作実務」
解答

筆記課題「補修工作実務」

	工作基本

	解答
	解説

	1
	○
	

	2
	○
	

	3
	×
	砥石交換時は3分、使用前が1分

	4
	○
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 　　N：回転数（min-1）、D：ドリル径（mm）、
V：切削速度（m/min）

	5
	×
	ボール盤作業では手袋を使用してはいけない。また、切り粉は刷毛を使って除去する。

	6
	×
	M6-ピッチ1mm＝下穴径5mmが目安となる

	7
	×
	図のやすりは平やすり


	切削技法1（旋削）

	解答
	解説

	8
	31.20
	

	9
	12.93
	

	10
	477min-1
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	11
	実測値：50.16mm

切込量：0.185mm
	


	切削技法3（フライス加工）

	解答
	解説

	12
	○
	

	13
	7.92
	

	14
	主軸回転数：477min-1
テーブル送り：47.7mm/min
	

  F:テーブルの送り(mm/min)、



   f:一刃当りの送り(mm/刃)、N:回転数(min-1)、



   Z:歯数(枚)


	被覆アーク溶接1

	解答
	解説

	15
	×
	溶接状態において材料に機械的圧力を加えずに行う接合方法の総称が、融接である。

	16
	○
	

	17
	×
	溶接棒の被覆剤に湿気は禁物。水素の影響で溶着金属の機械的性質が悪くなる。

	18
	○
	

	19
	×
	溶け込み不良とは、完全溶け込み溶接部が溶け込んでいない様子であり、文章中の様子は融合不良である。

	20
	○
	

	21
	○
	


	ガス溶接

	解答
	解説

	22
	×
	アセチレンの制限圧力は1.3kg/cm2または0.13MPa

	23
	○
	アセチレンの空気中での爆発範囲は2.5％～100％、分解爆発の危険性がある。

	24
	×
	アルゴンガスはねずみ色。緑色は炭酸ガス。

	25
	×
	約３１００℃


	TIG溶接

	解答
	解説

	26
	○
	

	27
	×
	除去してから行う。

	28
	×
	継ぎ手形状によって変化するが、約2～6mmである。

	29
	○
	

	30
	×
	ヒュームは発生するため、マスクの着用は必要である。


F = f･N･Z








